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学生の「四角形の面積」判断に関する研究
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合計 51　　　　　　　13　　　　　　　29 31 124
スでも、外延的には正ルールの所持が推定され
るケースが約38％（11／29）ある。誤ルール
の所持が〈強く〉推定される者では、13名中
1名でしかない。外延的にも内包的にも、誤ルー
ルの所持が弱い入は、課題によって変動し得る
と言えよう。
2）等周長課題・内包課題と等積変形課題の関係
　等周長課題・内包課題と等積変形課題との関
係を見ると、どちらにしても、正ルール所持推
定者が一貫正答するだけではなく、誤ルール所
持が推定される者でも、r等積変形』は一貫し
て正答し得る者が多いという結果となっている
（Table　9参照）。等積変形課題に、底辺・斜辺・
高さが明示されることによって、求積課題に近
いものとなっていた可能性が指摘できよう。
　等積変形課題自体の正答率の高さも、そのこ
とを支持していると考えられる。所持している
ルール（それが正ルールであれ、誤ルー一ルで
あれ）とは別に、「求積公式的」知識を所持し、
それを問題に適用して回答している者が多いと
言えるのではないだろうか。
（3）学生属性と課題回答結果との関係
　課題に取り組む前に、調査対象学生の属性と
して算数／数学の得意・不得意度を確認したが、
最後に、それと推定されるルール所持との関係
性を調べてみたい。
　“得意”“まあまあ得意”を得意群（45名）、“ふ
つう”“ちょっと苦手”“苦手”を苦手群（76名）
とし、等周長課題・等積変形課題・内包課題と
の関係性を見たものが、Table10である。これ
を見ると、得意か苦手かの自己申告は、ほぼ正
当で、得意群に正ルール保持推定者が多くなっ
ている。
　算数・数学が得意ということは、単に公式的
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TabIe　10学生属性と課題（等周長・等積変形・内包）との関係性
等周長課題
正1レ・一ル保持 誤恥ル保持〈強〉　誤翫ル保持〈弱〉
? 合計
??? 27　（56．　3）
23　（30．　3）
0（0．0）
7（9．2）
15（31●2）
29（38．1）
6（12．5）
17　（22．　4）
48　（100．　0）
76　（100．　0）
等積変形課題
一貫正答 一貫誤答
? 合計
??? 37　（77．　1）
44　（57．　9）
7（14．6）
25　（32．　9）
4（8．3）
7（9．2）
48（100．0）
76　（100．　0）
内包課題
正ルール保持　　　誤1トル保持く強〉　誤旧レ保持〈弱〉 他
合計
??? 26　（54．　2）
25　（32．　9）
2（4．2）
11　（14．　5）
9（18．8）
20　（28．　3）
11（2Z　9）
20（26．3）
48　（100．　0）
76　（100．　0）
知識をたくさん持っているということではある
まい。数・図形等の操作性が高いということで
あろう。前述したように、今回提示されている
課題群は、単に求積公式の暗記によっては解決
しない問題である。工藤（2003）は、求積公式
の操作可能性が等周長問題解決の糸口となる、
と指摘している。操作可能性をどう高めていく
かは今後の課題であるが、算数・数学の得意な
者ほど等周長課題に正答し得る、正ルールの所
持が推定される、という事実は、その1つの傍
証となるかもしれない。
全体的考察
　今回の調査は、大学生が四角形、特に平行四
辺形（正方形・長方形含む）の面積に関して、
どのようなルール（判断基準）を所持している
かを精査することを、目的としていた。具体的
には、既にこれまでの研究で小学生レベルでは
明らかとなっていた『周長ルール』を保持して
いる者が大学生の中にいるかどうか、を調べる
ことであった。そのため、ルー一ルの外延を調べ
る事例課題として〔等周長課題〕〔等積変形課
題題〕〔求積課題〕、内包を調べる課題として〔内
包課題〕及び事例判断理由を用意し、調査を行
なったが、依然として多くの学生に、『周長ルー
ル』と言われる誤ったルールが所持されている
ことが明白となったのである。
　この結果を見ると、周長と面積の混同を単な
る「成長によるエラー」として片付けることは、
できない。もし、保存概念を獲得しつつある初
期段階の特徴だとしたら、今回調査対象となっ
た学生は未だにその獲得途上にあることになっ
てしまうことになる。また、『保存』自体、単に
「モノの出入り」という形式論理だけで捉えら
れる問題ではない。前述した荒井らの調査研究
（2003）において『重さ』も扱っているのだが、そ
の領域で「真空のボンベに水素を注入する際の
質量変化」と問う問題がある。その結果を見る
と、学生の50％は「水素を詰めた時の方が重い」
と答えているが、約13％が「真空の時の方が重
い」と答え、約15％が「同じ」と答えているの
である。この問題のポイントは、「気体にも重
さがある」と考えることができるか否か、と考
える。単に形式論理としてのr保存』の問題で
はないであろう。「気体に重さはない」と思っ
ているのではあれば、どんなに詰め込んでも一
どんなにモノが入っても一、「重さは変わらな
い」と判断するのは、当然のことではないだろ
うか。我々は、形式論理性だけで、その課題の
正否を見るわけにはいかないのである。その意
味からも、「成長し、保存概念を獲得したが故
に誤るようになる」として面積と周長の混同的
誤答を片付けるのは、問題が大きいと言えよう。
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　学生らにおいて、それが外延的にも内包的に
も明白となり律る程、一貫したルールとして誤
ルールである『周長ルール』の所持が明らかと
なった者が少なからずいたという事実は、大き
いe求積公式をそれはそれとして所持してその
種の問題に対応し、それ以外の問題には、持ち
続けている『周長ルール．1で対応している者が
多かったのである。今回調査対象となった学生
は、多くの者が小学校を卒業してから6年以上
経っている。様々な内容を学校内外で学んでき
たはずである。学習援助とは、学習者の既有の
ルールシステムを目標とするルールシステムに
変換（組み換え）する作業である。小学生で確
認されたこの『周長ルール』は、大学生になる
まで、何ら組み換えられることがなかったと言
えよう。確かに、学校教育は「求積公式の注入」
には成功していると言えるかもしれない。しか
し、自生されている『周長ルール（誤ルール）』
を組み換え、新たな（正しい）ルール：「高さ
大／底辺大なら面積大・高さ同／底辺同なら、
面積同」を確立する程には至っていないのであ
る。むしろ、並存させる形で落ち着かせてしまっ
ていると言えるかもしれない。
　工藤ら（1991）は、小学生の調査結果を踏まえ、
教授方略として、①面積の導入には正方形・長
方形と同列に平行四辺形も扱うこと、②「タテ
xヨコ」ではなく「底辺x高さ」として統一的
に求積を行うこと．を挙げている。これは、興
味深い提案である。大学生でも小学生と何ら変
わりない誤ルール：周長ルールの所持が明白と
なった今、旧来の算数教育に囚われない工藤ら
の提案は、実践する価値のある、重要な意味を
持つと考えられよう。
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